
１）病院様とベンダーの認識＆考え方の相違

・設計思想/常識・慣習・用語

２）病院様側の情報システムに関する知識不足

・目的の明確化が出来ない ⇒ （目的不明）

・基本要件策定が出来ない ⇒ （重要性認識不足）

３）病院様内の意思決定の不明確さ・遅延によるたび重なる追加要望や仕様変更

・業種毎に異なる立場による要求の差異 ⇒ （組織としての決定タイミングと方法不明）

４）医療の特性

・業務が一律でなく、患者の状況変化による変更は繁茂

・多業種が多部署で横断的な作業に従事し、時間場所が移動する

・医療制度、医療保険制度の頻回な変更 → 医事会計システムが制約条件になる

５）ベンダーが医療業務を熟知していない

・ソフト開発者は医療現場を理解していないことが多い
・メーカは自分の商品が一番と思っている
・パッケージ化を優先とするため、現場に合わせることを嫌う

■病院情報システム導入が円滑に行かない理由

有識者の見解

当院の「業務スタイル」に適したシステムの構築がどこまで実現できるか




